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目的及び方法、成果の内容 

 

①目  的 

多岐にわたる CIEDs（植え込み型心臓デバイス）の専門的な知識を有し、医療従事者として高い倫理観

を備えた臨床工学技士になるために CDR 認定を取得する。 

 

②方  法 

IBHRE 試験に合格し CDR 認定を受ける。 

①IBHRE 試験を受験し合格する 

②CDR 認定を受ける 

 

③成  果 

 今回の IBHRE 試験に合格し、CDR 認定を受けることができた。 

現在、臨床現場でサポートしている立ち入り業者は全員 CDR 認定を取得しており、CIEDs 業務における

知識を充分に有している。 

これまでは業者の多大なサポートの下、CIEDs 業務は安全に行えていたが、コロナ禍での立会い制限や

遠隔モニタリングの普及に伴い、医療従事者の負担が増えてきた。 

今回 CDR 認定を取得するにあたり、CIEDs（植え込み型心臓デバイス）に関するトレーニングを多くこ

なし、患者へより安全な CIEDs 治療を提供することができている。 

また経済面においては、これまで業者立会いしていた業務を臨床工学技士のみで行い、立会い回数

を減らすことで立会い料の支出を減らすことができている。 

さらに遠隔モニタリング導入数の増加に伴い臨床工学技士の負担も増えるが遠隔モニタリング加算に

よる増収が見込める。 

よって CDR 認定の取得により、患者への安全な医療の提供と共に経済面でも病院に貢献できていると

考える。 

 また CIEDs の領域は日々発展しているので、更なる勉学に励む。 


